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～スポーツの秋・町民体育祭～
　10月12日に町民体育祭が開催され、日

頃の運動不足を解消するため、多くの町

民が参加した。大歓声のなか小学生によ

る地区対抗リレーでは、抜きつ抜かれつ

の熱戦が繰り広げられた。

　さて、どの地区が１位かな？
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地
方
自
治
法
第
２
０
３
条
で
規

定
さ
れ
て
い
た
内
容
が
、
２
０
３

条
の
２
に
改
正
に
な
る
こ
と
と
、

改
正
前
の
法
第
２
０
７
条
に
よ
る

実
費
弁
償
額
の
別
表
に
記
載
が
な

く
、
証
人
等
の
実
費
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
内

容
を
担
保
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

法
第
２
０
７
条
に
関
す
る
文
言
を

削
除
す
る
も
の
で
す
。

◆
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
及
び
板
倉
町
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、

地
方
議
員
の
報
酬
の
支
給
方
法
等

に
関
す
る
規
定
を
、
他
の
行
政
委

員
会
の
委
員
等
の
報
酬
の
支
給
方

法
等
に
関
す
る
規
定
か
ら
分
離

し
、
報
酬
を
議
員
報
酬
に
改
め
る

も
の
で
す
。

◆
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　平成20年第３回定例会は、９月９日から19日まで

の11日間の日程で開催されました。

　今回の定例会では人事案件、条例の一部改正、

各補正予算などの18議案について可決しました。

また、平成20年度板倉町一般会計歳入歳出決算と

各特別会計歳入歳出決算を認定しました。

　
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団

法
人
に
関
す
る
法
律
及
び
公
益
社

団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認

定
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
が
交
付
さ
れ
、
条
例
中
の
文

言
を
公
益
法
人
等
か
ら
公
益
的
法

人
等
へ
改
め
る
も
の
で
す
。

◆
板
倉
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　
主
な
内
容
は
、
住
民
税
に
お
け

る
寄
附
金
税
制
の
拡
充
及
び
個
人

住
民
税
に
お
け
る
公
的
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
制
度
の
導
入
に
よ
る

も
の
で
す
。

◆
町
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定

　
国
営
渡
良
瀬
川
中
央
農
地
防
災

事
業
に
よ
る
大
箇
野
幹
線
遊
水
池

造
成
事
業
区
域
に
含
ま
れ
る
町
道

路
線
を
廃
止
し
、
廃
止
し
た
路
線

の
事
業
区
域
外
の
路
線
を
再
認
定

す
る
も
の
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正

そ

の

他

◆
板
倉
町
公
平
委
員
会
委
員

　
石
川
貞
夫
さ
ん
（
大
字
板
倉
）

が
辞
職
し
、
欠
員
と
な
る
た
め
、

後
任
と
し
て
石
井
榮
さ
ん
（
大
字

岩
田
）
を
選
任
し
ま
し
た
。

◆
板
倉
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員

　
委
員
３
名
の
う
ち
、
田
村
謙
一

さ
ん
（
大
字
細
谷
）
が
任
期
満
了

に
伴
い
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

◆
板
倉
町
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び

実
費
弁
償
条
例
の
一
部
改
正

人

事

案

件

可

決

補

正

予

算

予算総額補正額

5,033,34142,071一 般 会 計

149,160756老人保健特別会計

1,848,9673,061国民健康保険特別会計

861,10427,737介護保険特別会計

130,353489後期高齢者医療特別会計

240,786△366下水道事業特別会計

50,001
総額は変わらず

3,000の
内訳変更

水道事業会計(資本的収入）

（単位：千円）

人
事
案
件
・
条
例
の
一
部
改
正
・
補
正
予
算
・
決
算
認
定
な
ど
　
議
案
を
可
決

24

７
，
３
７
４
万
８
千
円（
一
般
会
計

特
別
会
計

 

）追
加
補
正

平
成
　
年
度
決
算
を
全
会
一
致
で
認
定

19

一
般
質
問
に
は
３
名
が
登
壇

議会
初日

９
９昇

９月定例議会

全
会
一
致
で
平
成
　
年
度

20

補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
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の
で
あ
る
。
合
併
協
議
会
設

置
に
住
民
投
票
を
実
施
す
る

か
ど
う
か
、
ど
ち
ら
の
裁
量

権
を
行
使
す
る
か
聞
き
た

い
。

答
・
町
長
　
合
併
は
町
が
な
く
な

る
こ
と
、
姿
を
消
す
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
大
変
大

事
な
こ
と
で
あ
る
。
基
本
的

に
は
、
町
民
の
代
表
た
る
議

会
と
い
ろ
い
ろ
な
面
で
、
十

分
話
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
同
時

に
町
民
全
体
の
意
思
の
反
映

も
必
要
で
あ
る
と
思
う
の

で
、
町
民
の
最
終
的
な
意
思

決
定
に
は
、
住
民
投
票
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
、
町
の
存
続
か
合
併
か
と

い
う
大
き
な
問
題
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
判
断
に
ゆ
だ
ね

る
こ
と
が
ベ
タ
ー
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
に

到
達
す
る
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
に
つ
い
て
は
、
今
後

十
分
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
町
民
全
体

の
意
思
の
反
映
で
あ
る
住
民

投
票
条
例
は
必
要
で
あ
る
と

基
本
的
に
考
え
て
い
る
。

合
併
協
議
会
設
置
の
請
願
受
付
後

の
対
応
に
つ
い
て

 
                                     

問
・
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、

方
式
、
内
容
は
異
な
る
が
、

首
長
、
議
会
、
住
民
と
３
者

に
合
併
協
議
会
設
置
の
提
案

権
、
発
議
権
が
あ
る
。
合
併

特
例
法
第
４
条
に
有
権
者
　50

分
の
１
以
上
の
署
名
を
も
っ

て
、
首
長
に
対
し
て
合
併
の

相
手
を
示
し
て
、
合
併
協
議

会
の
設
置
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
規
定
が
あ

る
の
で
、
住
民
請
願
も
一
つ

の
方
法
で
あ
る
。
た
だ
、
住

民
請
願
は
請
願
受
付
後
に
町

長
、
議
会
の
同
意
が
必
要
と

な
る
。
特
に
町
長
の
裁
量
権

が
「
カ
ギ
」
を
握
っ
て
い
る

 
                                     

問
・
国
も
地
方
自
治
体
も
、
原
則

間
接
民
主
主
義
と
い
う
仕
組

み
の
中
に
あ
る
。
国
家
国
民

に
と
っ
て
根
幹
で
あ
る
憲
法

改
正
の
よ
う
な
案
件
は
、
国

民
投
票
が
明
文
化
さ
れ
て
い

る
。
市
町
村
合
併
の
よ
う
な

重
要
案
件
に
つ
い
て
も
、
直

接
住
民
の
判
断
を
問
う
仕
組

み
も
あ
っ
て
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
住
民
投
票
条

例
設
置
に
は
、
首
長
提
案
、

議
員
発
議
、
住
民
請
願
と
い

う
方
法
が
あ
る
中
で
、
首
長

提
案
が
一
番
簡
略
で
あ
る
。

首
長
提
案
で
住
民
投
票
条
例

を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か

聞
き
た
い
。

答
・
町
長
　
基
本
的
に
は
合
併
と

い
う
方
向
に
向
か
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。
広
域
行
政

検
討
会
の
結
果
が
で
た
時
点

で
、
町
の
意
思
決
定
機
関
で

あ
る
議
会
に
検
討
し
て
も
ら

く
東
洋
大
に
働
き
か
け
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
・
町
長
　
医
師
不
足
は
確
か
に

問
題
で
あ
っ
て
、
館
林
厚
生

病
院
も
医
師
確
保
が
思
う
よ

う
に
い
か
な
い
の
が
現
実
で

あ
る
。
そ
う
い
う
中
で
、
東

洋
大
に
医
学
部
、
附
属
病
院

新
設
を
働
き
か
け
て
は
と
い

う
指
摘
で
す
が
、
確
か
に
指

摘
の
と
お
り
、
そ
の
後
、
国

も
本
腰
を
入
れ
て
医
師
不
足

対
策
を
考
え
て
、
医
師
増
員

へ
と
方
針
転
換
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
そ
う
い
う
状
況

変
化
の
中
で
、
東
洋
大
に
医

学
部
、
附
属
病
院
新
設
を
働

き
か
け
る
こ
と
は
重
要
な
問

題
で
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い

う
方
向
に
向
か
う
よ
う
に
３

者
協
議
会
の
中
で
、
精
一
杯

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

住
民
投
票
条
例
設
置
に
つ
い
て

地
域
医
療
の
充
実
・
ま
ち
づ
く
り

の
起
爆
剤
に
東
洋
大
医
学
部
を

 
問
・
こ
こ
　
年
、
医
師
不
足
の
深

10

刻
さ
が
各
界
で
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、
医
師
不
足
は
一
向

に
改
善
さ
れ
ず
、
い
ま
や
社

会
問
題
か
ら
政
治
問
題
に

移
っ
て
い
る
。
国
の
方
針
も

医
師
抑
制
か
ら
大
幅
増
員
へ

と
急
に
大
転
換
し
て
、
医
学

部
新
設
、
医
学
部
定
員
増
へ

と
本
格
的
な
医
師
不
足
対
策

に
動
き
出
し
て
い
る
。
医
学

部
新
設
へ
の
国
の
方
針
が
、

こ
こ
数
ヶ
月
激
変
し
て
い
る

中
、
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の

医
学
部
新
設
を
３
者
協
議
会

の
場
で
一
刻
も
早
く
、
力
強

住
民
請
願
に
よ
る
合
併
協
議
会
設
置
に

　
　
町
長
の
裁
量
権
を
ど
う
行
使
す
る
考
え
か

一

般

質

問

議会２日目
９月10日昌

①
青
木
秀
夫
　
議
員

◆一般質問

▲板倉東洋大学に医学部、附属病院新設は
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路
整
備
は
完
成
し
た
か
ら
一

般
財
源
化
に
賛
成
す
る
旨
の

発
言
が
出
た
り
、
大
学
教
授

か
ら
は
、
国
の
根
幹
に
関
わ

る
制
度
を
一
概
に
全
部
廃
止

す
る
こ
と
は
問
題
だ
。
と
い

う
相
反
す
る
意
見
が
共
存
す

る
現
状
と
言
え
る
。
古
来
か

ら
河
川
に
沿
っ
た
町
が
繁
栄

し
て
き
た
歴
史
を
見
る
と
、

現
在
の
物
流
の
基
本
は
道
路

で
あ
り
、
拡
充
こ
そ
生
活
の

根
本
と
言
え
る
。
町
長
の
決

意
を
聞
き
た
い
。

答
・
町
長
　
道
路
整
備
は
こ
れ
以

上
無
駄
だ
と
い
う
意
見
も
あ

る
一
方
、利
用
に
際
し
て
は
、

良
い
道
路
が
欲
し
い
と
い
う

意
見
に
帰
す
る
。
関
東
道
路

協
会
と
い
う
組
織
が
あ
り
、

座
長
と
い
う
責
任
者
の
立
場

で
意
見
を
聞
く
機
会
が
多
く

あ
る
。
長
野
県
か
ら
新
潟
県

ま
で
含
め
た
意
見
の
集
約

は
、
道
路
網
の
重
要
性
と
必

し
て
栄
え
、
現
在
は
北
九
州

市
一
帯
の
工
業
域
と
し
て
経

済
発
展
を
計
っ
て
い
る
。
大

学
誘
致
、
工
業
誘
致
を
進
め

て
い
る
点
は
、
板
倉
町
の
姿

で
も
あ
る
。
一
方
、
合
併
後

に
１
市
４
町
間
の
行
政
コ
ス

ト
平
準
化
に
向
け
、
１
，
３

３
２
項
目
に
及
ぶ
調
整
に
苦

心
し
た
こ
と
も
聞
い
た
。
合

併
不
可
避
の
視
点
か
ら
、
館

林
市
、
邑
楽
４
町
の
合
併
協

議
内
容
を
聞
き
た
い
。

答
・
総
合
政
策
課
長
　
館
林
市
と

郡
内
４
町
間
の
広
域
行
政
研

究
会
が
５
月
　
日
に
設
置
さ

30

れ
、
月
に
１
～
２
回
の
割
合

で
部
会
を
開
催
し
、
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
に
向
け
協

議
し
て
い
る
。
厚
生
病
院
、

ゴ
ミ
処
理
、
公
共
交
通
手
段
、

広
域
幹
線
道
路
、
防
災
体
制

づ
く
り
、
福
祉
、
介
護
、
国

保
組
織
の
広
域
化
な
ど
、
共

通
の
課
題
に
向
け
た
協
議
を

重
ね
て
い
る
。
行
政
細
部
項

目
の
協
議
に
至
っ
て
い
な
い

が
、
企
画
財
政
、
秘
書
政
策

グ
ル
ー
プ
か
ら
各
２
名
の
職

員
を
派
遣
し
、
調
整
作
業
を

し
て
い
る
。
特
に
農
業
基
盤

は
強
い
が
、
工
業
面
で
の
弱

点
が
あ
る
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

要
性
の
再
確
認
と
な
る
。
今

後
も
道
路
整
備
促
進
に
は
、

責
任
者
で
も
あ
り
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
人
々
の

認
識
不
足
解
消
に
は
、
広
報

活
動
も
必
要
と
考
え
て
い

る
。

１
市
４
町
の
合
併
協
議
内
容
は

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
・
去
る
７
月
下
旬
、
市
町
村
合

併
に
対
す
る
研
修
先
と
し

て
、
福
岡
県
飯
塚
市
を
訪
ね

た
。
平
成
　
年
３
月
に
１
市

18

４
町
で
合
併
し
、
面
積
２
１

４
錫
、
人
口
　
万
４
千
人
の

13

行
政
体
で
出
発
し
た
。
昭
和

初
期
ま
で
は
筑
豊
炭
鉱
区
と

い
て
は
、
昨
年
度
来
苦
労
を

し
て
き
た
。
今
年
５
月
　
日
13

に
、
突
如
一
般
財
源
化
の
閣

議
決
定
が
出
て
、
衝
撃
を

持
っ
て
受
け
と
め
た
。
税
制

度
を
　
年
に
廃
止
を
し
　
年

20

21

か
ら
一
般
財
源
化
し
て
、
生

活
者
の
目
線
で
使
い
方
を
見

直
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し

て
地
方
財
政
に
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
措
置
を
取
る
こ
と
に

な
っ
た
。
昨
年
度
の
郡
内
市

町
へ
の
財
源
交
付
額
は
、
館

林
市
５
億
６
，８
６
８
万
円
、

千
代
田
町
１
億
４
，
３
１
５

万
１
千
円
、明
和
町
１
億
２
，

４
１
３
万
８
千
円
、
大
泉
町

２
億
６
，９
６
１
万
８
千
円
、

邑
楽
町
２
億
８
，
４
１
８
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

物
流
の
基
本
は
道
路
で
あ
り

拡
充
こ
そ
生
活
の
根
本
で
は

 
問
・
放
送
番
組
で
評
論
家
が
、
道

郡
内
市
町
の

道
路
特
定
財
源
交
付
額
は

 
問
・
道
路
特
定
財
源
は
自
動
車
取

得
税
、
重
量
税
、
揮
発
油
税
、

地
方
道
路
税
、
軽
油
取
引
税

か
ら
成
る
。
本
則
、
暫
定
税

率
か
ら
な
り
、
特
に
ガ
ソ
リ

ン
税
は
　
・
６
円
／
L
と
な

48

る
。
昨
年
町
に
１
億
８
，
４

１
９
万
円
交
付
さ
れ
た
が
、

国
の
方
針
で
一
般
財
源
化
が

決
ま
り
。
地
方
交
付
税
枠
内

に
入
る
と
、
実
績
交
付
金
額

が
確
認
不
能
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、　

年
度
郡

19

内
市
町
の
特
定
財
源
交
付
額

を
知
り
た
い
。

答
・
町
長
　
道
路
特
定
財
源
に
つ

財
政
は
出
ず
る
を
制
し

   　
　
　
　
入
る
を
計
る
に
尽
き
る

一

般

質

問

議会２日目
９月10日昌

②
石
山
徳
司
　
議
員

▲福岡県飯塚市役所前において
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学
校
の
不
登
校
に
つ
い
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
こ
こ
２

年
ほ
ど
で
急
激
に
増
え
て
い

る
。
出
現
率
に
よ
る
と
全
国

の
小
学
校
で
は
０
・
　
％
、

34

県
０
・
　
％
、
板
倉
が
０
・

33

　
％
。
中
学
校
が
全
国
で
２
・

12　
％
、
県
３
・
　
％
、
板
倉

91

05

が
１
・
　
％
。
高
校
に
つ
い

51

て
は
、
平
成
　
年
度
調
査
で
、

18

２
・
　
％
、
全
国
で
は
１
・

29

　
％
で
あ
る
。
い
ま
全
国
的

78に
言
わ
れ
て
い
る
「
中
一

ギ
ャ
ッ
プ
」
対
策
に
、
板
倉

町
は
各
小
学
校
の
児
童
が
中

学
校
の
生
徒
と
調
整
し
て
、

中
学
校
に
子
供
達
が
実
際
に

行
き
、
体
験
学
習
を
し
て
み

る
と
い
う
こ
と
を
２
年
ほ
ど

前
か
ら
具
体
的
に
実
施
し
て

い
る
。

％
、
板
倉
で
　
％
で
あ
る
。

63

高
校
生
で
は
、全
国
で
　
％
、

96

板
倉
高
校
は
１
０
０
％
で
あ

る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
上
の
い

じ
め
は
、
板
中
で
ち
ょ
っ
と

し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た

が
、
現
時
点
で
の
報
告
は
な

い
。
板
倉
高
校
で
は
、
ト
ラ

ブ
ル
が
何
件
か
あ
っ
た
が
、

大
き
な
事
件
や
事
故
は
起
き

て
い
な
い
。

情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
推
進
は

 
問
・
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
推
進
し

て
、
子
供
達
が
ネ
ッ
ト
社
会

の
中
で
、
生
き
て
ゆ
く
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
も
必

要
と
思
う
が
。

答
・
教
育
長
　
情
報
モ
ラ
ル
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
、
教
職
員

や
関
係
者
を
含
め
研
修
を
し

て
い
る
。
生
徒
に
は
出
会
い

系
サ
イ
ト
、
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク

詐
欺
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
モ
ラ
ル
に
対
し
て
の
意
識

を
指
導
し
て
い
る
。

小
中
高
校
の
不
登
校
対
策
を

 
問
・
全
国
的
に
不
登
校
対
策
は
急

務
で
あ
る
。
本
町
の
小
中
高

校
の
実
態
を
聞
き
た
い
。

答
・
教
育
長
　
群
馬
県
で
は
、
中

上
の
い
じ
め
や
出
会
い
系
サ

イ
ト
を
通
じ
て
、
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
る
事
件
が
相
次
い

で
い
る
。
メ
ー
ル
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
中

で
、
本
町
の
小
中
高
校
の
実

態
把
握
や
効
果
の
あ
る
対
応

が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
・
教
育
長
　
学
校
の
裏
サ
イ
ト

や
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
サ
イ
ト
を

利
用
し
た
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ

め
が
、
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
い
じ
め
は
、
携
帯
電

話
、
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
を
介

し
て
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、
全
国
あ
る
い
は
県
・
町

の
携
帯
電
話
の
所
有
状
況
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。
小
学

校
の
場
合
、
全
国
で
は
　
・
31

３
％
、
県
　
・
９
％
、
板
倉

33

は
　
年
度
調
査
で
６
％
と
い

17
う
結
果
で
、
比
較
的
利
用
し

て
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

中
学
校
で
は
、
全
国
の
使
用

率
が
　
・
６
％
、
県
　
・
１

57

63

る
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
事

業
化
が
、
な
ぜ
、
行
わ
れ
な

い
の
か
と
の
指
摘
だ
が
、
基

本
的
に
は
導
入
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

答
・
健
康
福
祉
課
長
　
今
幾
つ
か

の
課
題
が
あ
っ
て
な
か
な
か

ス
タ
ー
ト
で
き
な
か
っ
た
。

読
み
聞
か
せ
で
き
る
方
の
確

保
、
ま
た
、
時
間
帯
な
ど
体

制
を
整
備
し
て
、
な
る
べ
く

早
い
時
期
に
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
保
健
セ
ン

タ
ー
で
毎
月
一
度
健
診
を

や
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
時

に
実
施
を
と
も
考
え
て
い

る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
の

効
果
的
対
応
は

 
問
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
激
な

普
及
に
伴
い
子
供
達
の
間

で
、
学
校
裏
サ
イ
ト
を
使
っ

て
個
人
攻
撃
を
す
る
ネ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
が

実
施
さ
れ
な
い
理
由
は

 
問
・
絵
本
を
通
し
て
親
子
の
絆
を

深
め
る
、
子
育
て
支
援
の
一

環
と
し
て
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
に
取
り
組
む
べ
き
と

何
度
か
質
問
し
た
が
、
ま
だ

実
施
さ
れ
な
い
理
由
と
進
捗

状
況
を
聞
き
た
い
。

答
・
町
長
　
最
近
の
世
の
中
を
見

る
と
親
と
子
、
い
ろ
ん
な
犯

罪
等
が
発
生
し
て
い
る
。
子

供
が
親
を
あ
や
め
、
親
が
子

供
を
虐
待
す
る
と
か
、
非
常

に
嘆
か
わ
し
い
事
件
が
相
次

い
で
お
り
心
配
し
て
い
る
。

親
子
の
絆
は
小
さ
い
と
き
か

ら
醸
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ

親
子
の
絆
を
深
め
る

　
　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
取
り
組
み
は

◆一般質問

一

般

質

問

議会２日目
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③
秋
山
豊
子
　
議
員

▲携帯電話は便利な反面、危険がいっぱい



Ｑ
　
市
川
議
員

　
町
税
の
不
納
欠
損
額
が
前
年
に

比
べ
約
２
，
２
０
０
万
円
増
え
て

い
る
が
、
大
口
滞
納
者
の
対
応
や

件
数
は
何
件
く
ら
い
あ
る
の
か
聞

き
た
い
。
ま
た
、
上
位
　
件
の
滞

10

納
金
額
の
状
況
及
び
回
収
金
額
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
生
活
窓
口
課
長

　
大
口
滞
納
者
の
件
数
は
　
件
19

で
、
現
在
、
預
金
も
含
め
て
財
産

調
査
を
進
め
て
い
る
。
滞
納
整
理

の
取
り
組
み
は
、
９
月
か
ら
　
月
12

ま
で
、
約
７
０
０
件
を
抽
出
し
、

大
口
滞
納
者
か
ら
対
応
に
当
た
っ

て
い
る
。
ま
た
、
大
口
滞
納
者
、

上
位
　
件
の
状
況
は
、
１
件
が
５

10

０
０
万
円
台
、
６
件
が
３
０
０
万

円
台
、３
件
が
２
０
０
万
円
台
で
、

合
計
で
約
３
，
４
０
０
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
回
収
金
額
に
つ
い

て
は
、
約
１
３
６
万
円
で
あ
る
。

Ｑ
　
石
山
（
徳
）
議
員

　
邑
楽
東
部
第
一
排
水
機
場
の
維

持
管
理
に
お
い
て
、
費
用
負
担
を

板
倉
町
、
館
林
市
、
藤
岡
町
分
の

面
積
に
応
じ
て
案
分
で
支
出
し
て

い
る
と
聞
く
が
、
こ
の
内
容
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

Ａ
　
建
設
農
政
課
長

　
板
倉
町
、
館
林
市
、
藤
岡
町
の

費
用
負
担
の
割
合
に
つ
い
て
は
、

県
の
土
木
部
、
県
土
整
備
部
と
関

東
農
政
局
が
負
担
す
る
そ
の
残
り

が
地
元
負
担
で
、
流
域
面
積
割
で

算
出
を
し
て
い
る
。
負
担
割
合
に

つ
い
て
は
、
板
倉
町
が
　
・
　
％

69

28

館
林
市
が
　
・
　
％
、
藤
岡
町
が

24

68

６
・
　
％
と
な
っ
て
お
り
、　

万

04

90

１
千
円
が
館
林
市
と
藤
岡
町
分
の

費
用
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
　
小
森
谷
議
員

平
成
　
年
度

19

決
算
（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
）
を

認
定
し
ま
し
た

監
査
委
員
の
意
見
書
と
共
に
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
、
平
成
　
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

19

会
計
（
地
方
自
治
法
２
３
３
条
）
決
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
会
一
致
で
可
決
・
認
定
し

ま
し
た
。

決 算 審 査 意 見 書

【審査期日　平成20年８月21日　監査委員　塩田兼男　青木佳一】

総括的意見　平成19年度においては、一般会計及び特別会計を通じて、決算はそ

の計数に誤りがなく帳簿、証憑書類も整備されており、会計経理は適切でありま

す。また、総体としても、財政も健全に運営されており、有効かつ適切な予算の

執行によって、町民福祉の向上と地域社会の発展に努力されており、行政目的が

大方達成されたものと評価いたします。

　今後、地方分権、行財政改革を推進していくうえで、これらの趣旨を十分認識

し健全な財政運営の堅持になお一層の努力を期待するものであります。

一
般
会
計

主
な
質
疑

（6（6））

９月　
定例
議会 

決 算 額

【１．一般会計】
歳入総額 59億3,345万8,118円
歳出総額 53億6,325万5,150円
差引残額 ５億7,020万2,968円
【２．老人保健特別会計】
歳入総額 12億5,766万5,247円
歳出総額 12億4,697万9,749円
差引残額 1,068万5,498円
【３．国民健康保険特別会計】
歳入総額 19億4,181万5,759円
歳出総額 18億3,442万5,276円
差引残額 10,739万0,483円
【４．介護保険特別会計】
歳入総額 ８億9,346万3,270円
歳出総額 ８億6,999万4,910円
差引残額 2,346万8,360円
【５．下水道事業特別会計】
歳入総額 ２億7,383万2,926円
歳出総額 ２億6,193万8,508円
差引残額 1,189万4,418円
【６．水道事業会計】
収益的収入 ３億5,954万8,455円
収益的支出 ３億2,699万6,200円
差引残金 3,255万2,255円

板倉町で板倉町ではは

お金はいくら使うお金はいくら使う？？

（（一般会計一般会計））

5353億億6,3256,325万万5,1505,150円円
でし　　　　　　　　　　　でしたた

９/19最終日
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財
政
が
厳
し
い
中
で
、
義
務
的
経

費
が
増
え
て
、
投
資
的
経
費
が
抑
え

ら
れ
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
継
続

す
べ
き
事
業
な
の
か
、
廃
止
す
べ
き

事
業
な
の
か
、
見
直
し
を
す
べ
き
事

業
な
の
か
、
明
確
に
し
て
い
く
こ
と

が
行
政
運
営
に
お
い
て
大
事
と
思

う
が
。

Ａ
　
総
合
政
策
課
長

　
財
政
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て

事
務
事
業
す
べ
て
を
見
直
す
作
業

を
今
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

優
先
す
べ
き
事
業
、
削
減
、
廃
止

し
た
事
業
な
ど
、
そ
の
結
果
に
つ

い
て
は
提
示
し
た
い
。

Ｑ
　
延
山
議
員

　
住
民
健
診
や
特
定
健
診
に
つ
い

て
は
、
受
診
者
に
健
診
結
果
を
周
知

し
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。
ま
た
、
健
診
会

場
が
非
常
に
狭
く
、　
か
ら
　
ぐ
ら

25

30

い
の
椅
子
が
並
べ
て
あ
る
程
度
で
、

入
り
き
れ
な
い
で
、
廊
下
で
待
っ
て

受
診
し
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
の
辺
の

改
善
策
は
。

Ａ
　
健
康
福
祉
課
長

　
住
民
健
診
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
各
受
診
さ
れ
た
方
に
結
果
を

報
告
し
て
、
そ
の
後
、
健
康
相
談

を
開
催
し
て
い
る
。
今
年
か
ら
特

定
健
診
も
始
ま
り
、
受
診
者
も
増

え
て
い
る
の
で
、
健
康
指
導
に
つ

い
て
も
充
実
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
住
民
健
診
は
、
各
地

区
の
公
民
館
を
会
場
に
実
施
し
て

い
る
が
、
各
会
場
が
狭
く
混
雑
を

し
て
い
る
の
は
承
知
し
て
い
る
。

日
曜
日
の
健
診
を
一
度
実
施
し
て

い
る
が
、
時
間
帯
の
工
夫
を
し
た

り
、
で
き
る
だ
け
待
ち
時
間
が
な

い
よ
う
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
川
野
辺
議
員

　
昨
今
騒
が
れ
始
め
て
い
る
、
モ

ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト
の
関
係

で
、
本
町
に
お
い
て
問
題
が
起
き

て
い
る
か
聞
き
た
い
。

Ａ
　
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
板
倉
町
に
お
い
て
は
、
ど
う
し

よ
う
も
な
い
で
困
っ
て
い
る
と
い

う
、
事
例
の
報
告
は
受
け
て
い
な

い
が
、
そ
れ
に
近
い
方
は
増
え
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
と
も

学
校
と
教
育
委
員
会
で
連
携
を
図

り
な
が
ら
問
題
解
決
に
当
た
っ
て

い
き
た
い
。

Ｑ
　
塩
田
議
員

　
民
営
化
と
い
う
こ
と
で
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
に
保
育
園
を
建

設
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
年
間
４
～

５
千
万
円
の
経
費
節
減
と
な
る
と

説
明
を
受
け
て
き
た
。
し
か
し
、

従
来
の
保
育
園
関
係
の
経
費
よ

り
、
逆
に
約
５
千
万
円
く
ら
い
増

え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
費
用
対

効
果
を
考
え
る
と
、
数
字
上
で
経

費
が
増
え
る
と
い
う
の
は
、
納
得

が
い
か
な
い
。

Ａ
　
町
長

　
保
育
関
係
の
経
費
で
、
一
番
多

く
か
か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の

は
人
件
費
で
あ
り
、
従
来
の
南
、

西
、
東
保
育
園
の
職
員
が
そ
っ
く

り
ど
こ
か
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
移
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
で
大
幅
に
人
件
費

が
減
額
に
な
る
。
た
だ
、
今
回
の

人
的
な
配
置
に
つ
い
て
は
、
板
倉

保
育
園
、
北
保
育
園
が
手
薄
な
状

態
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま

ま
配
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今

後
、
補
充
に
つ
い
て
は
見
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
だ
ん
だ
ん
と
効

果
が
出
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
青
木
（
秀
）
議
員

　
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
よ
る
と
、

公
債
の
償
還
（
借
金
の
返
済
）
も

こ
こ
２
～
３
年
で
山
を
越
え
て
、

借
金
残
高
も
減
っ
て
余
裕
が
で
て

い
る
。
し
か
も
、　

億
円
も
の
基

40

金
（
貯
金
）
も
あ
る
の
で
あ
る
。

合
併
と
い
う
時
代
の
流
れ
に
は
、

逆
ら
え
な
い
と
思
う
の
で
、
板
倉

町
の
存
在
す
る
う
ち
に
、
基
金
を

有
効
に
使
う
べ
き
で
あ
る
。
財
政

改
革
プ
ラ
ン
に
あ
る
必
須
事
業
、

例
え
ば
１
０
０
本
以
上
も
あ
る
陳

情
受
付
済
み
の
町
道
整
備
な
ど

を
、　

億
円
の
基
金
を
有
効
に

40

使
っ
て
、
前
倒
し
し
て
で
も
積
極

的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

Ａ
　
町
長

　
財
政
健
全
化
法
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
を
配
慮
し
な
が
ら
行
財
政
改

革
を
中
心
に
色
々
な
面
で
板
倉
町

は
我
慢
し
て
き
た
。
今
指
摘
が

あ
っ
た
よ
う
に
借
金
も
減
っ
て
き

て
い
る
。
し
か
も
、
基
金
も
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
財
政
健
全
化
法

も
ク
リ
ア
で
き
る
状
態
に
な
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う

状
況
に
あ
る
今
、
今
後
よ
う
や
く

色
々
な
事
に
手
を
つ
け
ら
れ
る
時

期
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
、

そ
の
辺
も
十
分
考
慮
し
な
が
ら
、

色
々
な
町
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て

い
き
た
い
。

Ｑ
　
秋
山
議
員

　
町
内
で
も
側
溝
が
砂
利
で
半
分

以
上
も
詰
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
大
き
な
災
害
に
備
え
て
各

行
政
区
で
対
応
し
て
も
ら
う
こ
と

が
、
町
負
担
の
軽
減
や
大
事
に
い

た
ら
な
い
で
済
む
と
感
じ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
行
政
側
の

指
導
や
住
民
に
対
す
る
意
識
の
啓

発
な
ど
、
小
さ
な
積
み
重
ね
が
大

き
な
成
果
に
つ
な
が
る
と
思
う

が
。

Ａ
　
建
設
農
政
課
長

　
町
と
し
て
も
大
雨
に
よ
り
側
溝

が
詰
ま
る
と
、
道
路
が
冠
水
す
る

心
配
も
あ
り
、
町
内
を
で
き
る
限

り
巡
回
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、

目
が
行
き
届
か
な
い
部
分
も
あ
る

の
で
、
各
政
区
に
日
常
の
点
検
に

つ
い
て
は
お
願
い
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
区
長
会
、
谷
田
川
愛
護
団

体
の
総
会
等
で
も
趣
旨
の
徹
底
に

つ
い
て
お
願
い
を
し
て
い
る
が
、

今
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
意
識

付
け
も
含
め
て
、
周
知
に
つ
い
て

は
、
広
報
紙
等
活
用
し
て
進
め
て

い
き
た
い
。

Ｑ
　
野
中
議
員

　
主
要
施
策
の
成
果
の
中
に
、
人

間
力
の
向
上
と
い
う
文
言
が
あ
る

が
、
こ
の
内
容
と
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か

聞
き
た
い
。

Ａ
　
教
育
長

　
情
報
化
社
会
と
か
取
り
巻
く
環

境
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
が
、
そ

れ
を
使
う
側
の
人
間
が
し
っ
か
り

し
た
規
範
意
識
と
か
、
生
活
、
ル
ー

ル
だ
と
か
生
活
習
慣
な
ど
を
家
庭

環
境
、
社
会
環
境
の
中
で
し
っ
か

り
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
う

い
っ
た
知
識
を
使
っ
た
知
恵
を
出

せ
る
よ
う
な
人
間
が
、
多
く
板
倉

で
育
つ
よ
う
願
い
を
込
め
て
、
基

本
的
に
は
人
間
力
の
向
上
と
い
う

表
現
と
な
っ
て
い
る
。
施
策
と
し

て
は
、
基
礎
、基
本
の
学
力
は
し
っ

か
り
身
に
つ
け
て
も
ら
う
部
分
と

生
活
習
慣
や
国
語
力
を
中
心
と
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な

ど
が
身
に
つ
く
よ
う
、
重
点
的
に

各
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

◆決算認定（平成19年度　一般会計質疑）
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現
在
、
館
林
・
板
倉
・
明
和
の

１
市
２
町
で
、
今
後
の
ゴ
ミ
処
理

施
設
整
備
に
つ
い
て
検
討
が
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

な
る
糸
魚
川
清
掃
セ
ン
タ
ー
を
視

察
。
セ
ン
タ
ー
建
設
の
基
本
は
、

「
ゴ
ミ
を
燃
や
さ
ず
、
燃
料
に
」

で
あ
る
。
新
設
の
ゴ
ミ
処
理
施
設

は
、
国
内
で
は
初
の
最
新
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
、
ゴ
ミ
を
蒸
し
焼
き
に

し
て
「
炭
化
物
」
と
し
、
燃
料
化

し
セ
メ
ン
ト
工
場
な
ど
の
原
燃
料

と
し
て
、
廃
棄
物
を
再
活
用
す
る

も
の
で
あ
る
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
発
生
防
止
対
策
に
優
れ
、
資
源

と
な
る
金
属
類
を
再
利
用
可
能
な

状
態
で
改
修
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
排
水
も
無
放
流
方
式
、ま
た
、

処
理
時
に
発
生
す
る
余
熱
を
利
用

し
て
、
隣
接
す
る
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ
、
温
水
を
供
給
し
活
用
し
て
い

る
な
ど
モ
デ
ル
と
な
る
ゴ
ミ
処
理

施
設
で
あ
る
。

　
西
会
津
町
は
、「
健
康
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
基
本
理
念
に
、
産
業
、

教
育
、
環
境
等
を
含
め
全
て
の
分

野
で
、
「
健
康
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　「
健
康
な
体
は
健
康
な
食
べ
物
」

か
ら
、
そ
れ
は
「
健
康
な
土
を
つ

く
る
」
こ
と
だ
と
、
農
業
科
学
研

究
所
長
の
中
島
先
生
の
講
演
を
契

機
に
、
先
生
の
指
導
の
も
と
土
壌

診
断
を
実
施
。
健
康
な
土
、
野
菜

作
り
へ
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。
女

性
が
中
心
と
な
り
、
健
康
づ
く
り

の
視
点
に
立
っ
て
、
食
の
改
善
を

図
ろ
う
と
家
庭
菜
園
か
ら
ミ
ネ
ラ

ル
野
菜
作
り
が
始
ま
っ
た
。
そ
の

後
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
普
及
会
を
発

足
、
町
民
の
健
康
意
識
が
高
揚
さ

れ
た
。
成
果
と
し
て
、
医
療
費
の

減
少
、
県
内
下
位
だ
っ
た
平
均
寿

命
は
、
上
位
へ
と
大
き
く
改
善
さ

れ
た
。
保
健
、
医
療
、
福
祉
と
連

携
の
と
れ
た
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
が
図

れ
た
町
で
あ
る
。

（
委
員
長
　
野
中
嘉
之
　
記
）

８月20日（水）～22日（金）

設農政生活常任委員会

ゴミ処理施設＆健康野菜づくり

建 ７月30日（水）～８月１日（金）

務文教福祉常任委員会

１市４町合併＆国際交流

総

［研修先］

・福岡県飯塚市

・長崎県対馬市

研修先の対馬市役所において

各
常
任
委
員
会
研
修
レ
ポ
ー
ト

［研修先］

・新潟県糸魚川市

・福島県西会津町

健康野菜が並ぶ「道の駅・よりっせ」

ゴ
ミ
を
燃
や
さ
ず

　
　
　
　
　
燃
料
に
！

国
内
初
の
最
新
シ
ス
テ
ム
（
炭
化
方
式
）「
糸
魚
川
市
」、
健
康
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
町
「
西
会
津
町
」

　
市
町
村
合
併
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
き
た
今
日
、
１
市
４
町

で
合
併
し
た
福
岡
県
飯
塚
市
を
研

修
し
た
。
飯
塚
市
で
は
、
市
税
収

入
の
減
少
、
国
の
三
位
一
体
の
改

革
に
伴
う
補
助
金
や
地
方
交
付
税

の
削
減
。
一
方
、
社
会
経
済
情
勢

が
、
大
き
く
変
化
す
る
中
で
取
り

組
む
べ
き
課
題
は
増
大
し
、
債
務

の
多
額
返
済
の
継
続
で
予
算
の
編

制
が
で
き
な
い
ほ
ど
、
財
政
状
況

が
厳
し
く
な
っ
た
た
め
合
併
し

た
。
今
５
年
計
画
で
１
２
９
億
円

の
削
減
計
画
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
が
、
合
併
後
の
住
民
の
声

は
賛
否
両
論
で
す
。
交
付
税
の
大

幅
な
削
減
等
、
地
方
に
し
わ
よ
せ

が
来
て
い
る
今
、
経
費
削
減
に
は

合
併
が
効
果
的
で
あ
る
。
板
倉
町

の
現
状
を
し
っ
か
り
認
識
し
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
真
剣
に
問
い
か
け

意
見
を
聞
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
の
上
で
、
方
向
付
け
を

進
め
る
こ
と
が
、
最
も
大
切
で
あ

る
と
飯
塚
市
に
学
ん
で
き
た
。

   対
馬
市
の
国
際
交
流
事
業
は
数

多
く
あ
る
が
、
代
表
的
な
交
流
イ

ベ
ン
ト
は
、「
厳
原
港
ま
つ
り
・
対

馬
ア
リ
ラ
ン
祭
」
、「
対
馬
ち
ん
ぐ

音
楽
祭
・
国
境
マ
ラ
ソ
ン
　
対
馬
」

IN

な
ど
日
本
と
韓
国
で
多
く
の
人
が

参
加
し
、
友
好
交
流
を
図
っ
て
い

る
。
他
に
学
校
関
係
、
自
治
体
、

民
間
団
体
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
々

多
く
の
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

対
馬
か
ら
韓
国
ま
で
　
・
５
灼
と

49

非
常
に
近
く
、
国
際
交
流
も
活
性

化
し
て
い
る
価
値
あ
る
地
域
性
差

を
生
し
て
、
東
ア
ジ
ア
と
日
本
の

架
け
橋
と
な
る
国
境
の
島
と
し

て
、
広
域
的
な
交
流
を
促
進
し
、

国
境
辺
境
で
あ
る
故
の
優
位
性
や

個
性
あ
る
地
域
資
源
を
生
し
て
、

日
本
の
発
展
の
た
め
、
ま
た
、
世

界
平
和
の
架
け
橋
と
な
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
対
馬
市
で
し

た
。

（
委
員
長
　
市
川
初
江
　
記
）

経
費
削
減
計
画
の
取
り
組
み
「
飯
塚
市
」、
東
ア
ジ
ア
と
日
本
の
架
け
橋
と
な
る
国
境
の
島
「
対
馬
市
」

世
界
平
和
の
た
め
の

広
域
的
な
交
流
の
促
進

合
併
後
の
効
果
と

住
民
の
声
は

健
康
の
た
め
に

ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
を
普
及
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陳
　
情

◆
町
道
５
２
１
４
号
線
の
道
路
拡

幅
整
備
に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
者
　
第
７
行
政
区
長
　
石
山

博
美
他
７
名

結
果
　
一
部
採
択

（
要
旨
）
当
路
線
は
、
麦
生
地
区
へ

出
入
り
す
る
農
耕
用
車
両
に
と
っ

て
大
変
重
要
な
路
線
で
す
が
、
幅

員
が
狭
く
水
路
が
併
設
さ
れ
て
い

る
た
め
、
路
肩
が
崩
れ
や
す
く
、

通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

水
路
は
集
落
排
水
の
受
け
口
で
あ

り
、
農
業
排
水
に
と
っ
て
は
最
上

流
部
で
管
理
が
行
き
届
き
に
く

く
、
土
砂
の
堆
積
で
排
水
能
力
が

極
度
に
低
下
し
て
い
る
。
つ
い
て

は
、
周
辺
地
域
の
利
便
と
環
境
向

上
の
た
め
、
同
路
線
の
拡
幅
整
備

及
び
水
路
の
三
面
化
に
つ
い
て
陳

情
し
ま
す
。

◆
生
活
品
の
物
価
高
騰
に
対
す
る

緊
急
対
策
を
求
め
る
意
見
書
採
択

に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
者
　
連
合
群
馬
館
林
地
域
協

議
会
議
長
　
小
林
和
隆

結
果
　
継
続
審
査

（
要
旨
）原
油
や
食
料
品
の
価
格
の

高
騰
が
続
き
、
国
民
、
勤
労
者
の

生
活
を
直
撃
し
て
い
る
。
日
本
の

景
気
は
さ
ら
に
減
速
し
て
い
る
と

い
う
見
方
も
増
え
、
特
に
生
活
困

窮
層
に
あ
っ
て
は
「
健
康
で
文
化

的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権

利
」
が
保
障
さ
れ
な
く
な
る
お
そ

れ
が
あ
る
。賃
金
が
低
下
す
る
中
、

物
価
高
騰
に
よ
る
購
買
力
の
低
下

は
、
住
民
の
生
活
を
圧
迫
さ
せ
、

さ
ら
な
る
地
域
経
済
の
悪
化
や
地

方
行
政
運
営
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
国
民

生
活
に
お
け
る
不
安
を
解
消
し
、

そ
の
安
定
を
図
る
た
め
、
生
活
品

の
物
価
高
騰
に
対
す
る
緊
急
対
策

を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
陳
情

し
ま
す
。

◆
社
会
保
障
関
係
費
の
２
２
０
０

億
円
削
減
方
針
の
撤
回
を
求
め
る

意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
者
　
連
合
群
馬
館
林
地
域
協

議
会
議
長
　
小
林
和
隆

結
果
　
継
続
審
査

（
要
旨
）地
域
に
お
け
る
医
師
不
足

を
は
じ
め
と
し
て
、
医
療
、
介
護
、

福
祉
な
ど
の
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
機
能
が
著
し
く
弱
体
化
し

て
い
る
。非
正
規
労
働
の
拡
大
は
、

生
活
保
護
基
準
以
下
で
働
く
、

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
層
を
つ
く
り
出

し
、
社
会
保
険
や
雇
用
保
険
に
加

入
で
き
な
い
な
ど
、
住
民
の
生
活

不
安
は
確
実
に
広
が
っ
て
い
る
。

７
月
　
日
、
閣
議
了
解
さ
れ
た
　

29

21

年
度
予
算
概
算
要
求
の
基
本
的
な

方
針
に
お
い
て
、
社
会
保
障
関
係

費
予
算
を
２
２
０
０
億
円
抑
制
す

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。こ
れ
で
は
、

地
域
の
医
療
体
制
や
介
護
人
材
確

保
は
深
刻
な
事
態
に
陥
り
か
ね
な

い
。
不
安
定
雇
用
が
拡
大
し
、
雇

用
情
勢
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
労
働
保
険
特
別
会
計
の
国
庫

負
担
金
の
削
減
は
、
雇
用
社
会
の

基
盤
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
。
住

民
の
生
活
不
安
を
増
大
さ
せ
る
社

会
保
障
関
係
費
の
２
２
０
０
億
円

削
減
方
針
の
撤
回
を
求
め
る
意
見

書
の
採
択
を
陳
情
し
ま
す
。

◆議員発議・陳情・その他

ごみのない町に 議長　荻野美友

議長室エッセイ
　先日、友人と久しぶりに会うことができた。お互い近

況の話に花が咲き、時のたつのを忘れて話しこんでし

まった。その友人はこの夏ドイツに旅をしてきたそうで

あるが、素晴らしい旅だったようだ。

　旅の第一印象とし都市や農村、又、校外の道路等もご

み一つ落ちていないのには驚いたと言っていた。その話

を聞き、私は、素晴らしい国だと思った。しかし、私が

知る限りかつての日本もドイツのように、ごみ一つ落ち

ていなかったような気がする。今のわが国はどうだろう。

経済成長のおかげで物の豊かな国になったが、その変化

のもたらしたものは良いことばかりではないように思

う。マナーに欠ける人によりあちらこちらにごみが散乱

している。特に人家の無い道路わきは悲惨なものである。

いつからこんな心無い人が多くなったのか、情けなく思

うと同時に何とかならないものかと気をもむ。こんな気

持ちになるのは私だけであろうか。久しぶりの再開が真

に豊かであるということはどういうことなのか、今一度

私に考えさせる機会を与えてくれた。せめてわが板倉町

民にはごみのポイ捨てはしてほしくないものである。一

人ひとりの心がけにより、ごみの無い住み心地の良い町

にできるのだから。

　議員提出議案を可決しました。

■板倉町議会会議規則の一部改正

　これまで正規の議会活動は、本会議及び委員会等への

出席などに限られてきましたが、地方自治法の改正に伴

い、議員協議会が正規の議会活動として、明確に位置づ

けられたことにより、会議規則に規定することになりま

した。

議員協議会の位置づけが明確化

　議会構成の一部が変更になりました。

■総務文教福祉常任委員会委員長に市川初江議員。同副

委員長に石山徳司議員。同委員に黒野一郎議員。

■議会運営委員会委員に市川初江議員。

■館林衛生施設組合議員に石山甚一郎議員。

　以上の方々が新たに就任いたしました。

議会構成の一部変更

▲陳情箇所を現地調査する建設農政生活常任委員会
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　議会の本会議は公開制となっています。会議当日

受付簿に記入していただくだけで、どなたでも自由

に傍聴することができます。今度の定例会（12月議

会）は12月10日からを予定しています。

　議会傍聴についてのお問い合わせは、議会事務局電

話82-1111　内線511番までお気軽にお電話ください。

　
万
物
流
転
、
変
幻
自
在
、
朝
令
暮
改
な
ど
、
世
界
の
恒

な
ら
ざ
る
様
を
表
わ
す
言
葉
は
、
数
限
り
な
く
あ
る
。
家

族
形
態
の
変
化
、
職
業
の
多
様
化
な
ど
、
人
生
を
定
義
す

る
尺
度
も
見
当
た
ら
な
い
。
老
人
世
帯
、
非
正
規
雇
用
の

増
加
な
ど
、
社
会
構
造
が
地
殻
変
動
を
呈
し
て
い
る
の
が

実
態
と
い
え
る
。
旅
先
の
景
色
変
化
は
、
心
の
清
涼
感
と

な
る
が
、
経
済
、
政
治
、
生
活
様
式
の
急
変
は
う
れ
し
い

こ
と
で
は
な
い
。
人
間
の
願
望
と
節
制
、
す
な
わ
ち
欲
望

と
我
慢
。
こ
の
相
反
す
る
意
識
の
相
剋
を
律
す
る
信
念
と

知
性
を
得
る
こ
と
が
学
問
と
言
え
る
。
町
の
発
展
も
家
庭

生
活
も
、
人
間
の
意
志
発
現
に
他
な
ら
な
い
。
最
近
の
世

界
的
金
融
危
機
は
、
際
限
の
な
い
欲
望
の
膨
張
が
根
底
に

あ
る
。
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
。
人
間
の
別
称
た
る
由
縁
は
、

知
性
と
英
知
が
前
提
と
な
る
。
 

（
石
山
徳
司

記
）

嬉

幾

岐

忌
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今
回
、「
町
政
へ
一
言
」
の
コ
ー

ナ
ー
へ
何
か
書
い
て
く
だ
さ
い
と

頼
ま
れ
、
自
分
が
今
の
板
倉
町
に

つ
い
て
思
う
こ
と
は
、
何
だ
ろ
う

と
考
え
ま
し
た
。

　
普
段
か
ら
、
も
う
少
し
充
実
し

た
商
業
施
設
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

設
備
の
整
っ
た
公
園
が
あ
れ
ば
良

い
の
に
な
、
な
ど
と
思
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
中
で
も
、
週
末
な
ど

に
家
族
で
遊
べ
る
大
き
な
公
園
を

望
み
ま
す
。
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
・
芝

生
の
広
場
・
夏
に
は
水
場
で
遊
べ
、

鳥
や
魚
が
棲
む
池
・
人
々
が
安
心

し
て
散
歩
を
で
き
る
よ
う
な
管
理

さ
れ
た
公
園
。

　
そ
の
よ
う
な
公
園
は
、
近
隣
か

ら
も
人
が
集
ま
り
、
ま
た
、
子
供

の
い
る
家
庭
だ
け
で
な
く
、
幅
広

い
年
代
の
方
が
、
板
倉
町
を
住
む

場
所
と
し
て
、
選
ぶ
た
め
の
プ
ラ

ス
の
要
因
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

住

む
場
所
と
し
て
プ
ラ
ス
の
要
因
に

～
設
備
の
整
っ
た
公
園
の
整
備
を
～
 

朝
日
野
　
岡
西
文
太
さ
ん

　
私
は
、
娘
の
小
学
校
入
学
と
同

時
に
、
毎
日
、
登
下
校
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
３
年
間
続
け
て
い

ま
す
。朝
の
登
校
時
に
お
い
て
は
、

通
勤
時
間
と
重
な
る
た
め
、
車
の

交
通
量
が
大
変
多
く
、
道
路
を
横

断
し
て
通
学
路
ま
で
行
く
の
に
危

険
で
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
家
族
の
方
々
の
配
慮
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
下
校
の
と
き
は
、
学
年

に
よ
っ
て
帰
宅
す
る
時
が
異
な
る

の
で
、
不
審
者
か
ら
子
供
達
の
身

を
守
る
た
め
に
も
外
で
作
業
中
の

方
や
散
歩
中
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
方
々
の
、「
声
か
け

運
動
」
を
実
施
し
て
い
た
だ
け
た

ら
幸
い
で
す
。

　
最
後
に
町
政
へ
の
一
言
と
し

て
、
未
来
あ
る
大
切
な
子
供
達
を

守
る
た
め
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の

強
化
を
し
、
町
や
地
域
ぐ
る
み
で

子
供
達
を
見
守
っ
て
ほ
し
い
と
願

い
ま
す
。

未

来
を
作
る
子
供
達
の
た
め
に

～
子
供
達
の
安
全
な
登
下
校
を
～
　
 

大
字
飯
野
　
篠
﨑
幸
子
さ
ん

『傍聴してみませんか』
だれでも簡単にできます

“議 会 傍 聴”

町 政 へ 一　言
ひ と こ と
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